
　　　＜若手研究者・院生の集い＞
―テーマ 新自由主義と科学者の役割―

　全国の院生・若手のみなさま。今年もJSA「夏の学校」の時期が近づいてまいりました。
JSA「夏の学校」は、例年、院生や若手会員を中心として、現地調査や専門分野を超えた相互交流を通じて、科学にたずさわる者の社会的責任と実践のあり方について考えることを目的に、開催しています。
今年は、「新自由主義と科学者の役割」をテーマに、近年、日本社会で生じている諸問題の中から、「環境」「労働」「安全」の3つをトピックにフィールドワークを行い、科学にたずさわる者として現代社会の問題に対してどのようなアプローチをしていくべきかを考えていくことを目的としています。また、科学者としての実践のあり方について、先輩会員をお呼びして、論点提起をしていただき、議論することも企画しています。
　ただ、その一方で、科学者としてどのようにあるべきかという理念と、いまの院生や若手研究者などのおかれている状況がかけ離れているのも事実です。たとえば、「競争資金制度によってなかなか自由に研究ができなくなってきている」、「就職が中々できず、OD生活が続くと研究生活が維持できるかどうか不安だ」、「論文執筆の上で大事なことはなんだろうか」など、普段中々話せないけれど、議論したいことはたくさんあると思います。そこで、「夏の学校」では、参加者同士の交流企画も予定しています。

　憲法改正を中心に、日本社会における学問の自由、健康で安全な暮らしといった基本的権利の問題が脅かされる状況が現実に進められようとしている中で、世代を担う若手研究者・院生が現代社会の課題を議論し、自らの悩みを交流することは非常に重要なことだと思います。今回の企画に限らない数多くの問題が現代社会には山積しています。「夏の学校」が1つのきっかけとなり、日本社会を変革する大きな力になる、そのような企画になるよう、皆様のご参加をお待ちしております。

会員の方はもちろん、まだ会員になっていない方も大歓迎いたします。是非ご参加ください。
「JSA夏の学校」2006 事務局長　（大阪支部）

○日　　時：2006年11月2日（木）～5日（日）　11/2 15:00より開校
○集合会場：大阪市立大学杉本キャンパス（JR阪和線杉本町駅より徒歩3分）

キャンパスマップ
<http://www.osaka-cu.ac.jp/information/campusmap.html >

○宿　　泊：長居ユースホステル
<http://www.oct.zaq.ne.jp/nagai-yh/>

（JR阪和線長居駅、地下鉄御堂筋線長居駅より徒歩10分程度） 
○参 加 費：18,000円（宿泊、食費、フィールドワーク代込み。会場までの交通費は別）
○申し込み方法：10月22日（日）締切（厳守） 下記までE-mailまたはFaxにて。
日本科学者会議（JSA）全国事務局
Fax：03-3813-2363　E-mail：mail@jsa.gr.jp　URL http://www.jsa.gr.jp/

〒113-0034 東京都文京区湯島1-9-15茶州ビル9F　℡：03-3812-1472　


○企画概要（予定）
11/2（木）
15:00～18:00 

開校式 （校長より開校の挨拶　会場：大阪市立大学杉本キャンパス*）

大阪市立大学杉本キャンパス　法学部棟10階711c教室集合

ポスターセッション
「夏の学校」では、参加者による自己紹介を、ポスターやレジュメを使いながら研究紹介を中心に行います。分野を超えての交流が毎年好評です。今年は、参加者の方々には、事前に自分の研究内容や問題意識をA4で2～4枚でまとめて実行委員会に送ってもらい、冊子を作成する予定です。
19:00～21:00 

フィールドワーク（FW） 事前学習会
アスベスト問題のフィールドワークにあたって、事前学習として実行委員より学習してきた内容を報告する予定です。

11/3（金）
7:30～14:00

「アスベスト問題」 FW
アスベスト問題は「環境・労働・安全」に関わる重大問題です。日本の70%近くのアスベスト生産をしてきており、昨今国賠訴訟を始めた「泉南地区」の見学を行います。

14:00～17:30

「アスベスト問題」　シンポジウム

講師：
水嶋　潔医師　（東大阪生協病院　内科・副院長）
　　　
村松昭夫弁護士（大阪弁護士会、あおぞら財団理事）

19:00～21:00

「院生交流企画」

院生の悩み交流企画として、先輩院生から論点を提示してもらいつつ、みんなで交流します。「やっぱり先輩たちも悩んできたんだー」「へー、そうやって困難をクリアしてきたんだー」って、少しは安心に？

11/4（土）

10:00～18:00

分散フィールドワーク （「JR脱線事故問題」 or 「釜ヶ崎労働問題」）
2 日目のフィールドワークは、「JR脱線事故問題」、「釜ヶ崎労働問題」のいずれかに参加してもらいます。

＊「JR脱線事故問題」とは、2005年4月25日のJR福知山線の脱線転覆事故のことですが、事故当時は日勤教育やATS設置といった労働問題、技術的問題として議論されていました。今回のフィールドワークでは、実際に事故現場の見学、遺族の方々との懇談、研究者による事件の背景の説明を企画しています。

＊「釜ヶ崎労働問題」で訪れる釜ヶ崎は、日雇い労働者の集合地区として大阪では非常に有名な場所です。現地を見学し、支援団体による支援の実態、研究者による釜ヶ崎の形成史、地域経済再生の現状と課題を聞きます。

18:00～21:00

懇親会 （「百番」にて）
釜ヶ崎から歩いて20分。大正美術の風情のある居酒屋で３日間の疲れを癒しつつ、これまでの企画に参加して思うところを大いに交流しましょう。ただ、次の日も企画はあるのでほどほどに･･･？

11/5（日）

9:00～12:00　
講演会　「新しい時代の科学者の役割」
講師：池内　了氏　早稲田大学国際教養学部教授　宇宙物理学専攻
著作：「物理学と神」（集英社、2002年）、「宇宙論のすべて」（新書館、1998年）など多数あります。
　今回の「夏の学校」のまとめとして、先輩のJSA会員をお呼びして、現代社会の問題を広く論じてもらいながら、特に科学者としての役割を研究と実践の両方の側面から語ってもらおうと企画しています。

　また、講演会の後、今回の「夏の学校」全体を通じての感想交流を行う予定です。

13:00

閉校式・解散
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大阪市立大学杉本キャンパス （11/2　集合場所）
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「夏の学校」in大阪 関連Map
①神戸空港、②伊丹空港、③JR福知山線脱線事故現場、

④釜ヶ崎（JR新今宮）、懇親会会場、⑤長居ユースホステル（宿泊会場）

⑥大阪市立大学杉本町キャンパス（11/2 15:00の集合場所）

　　　　　⑦関西国際空港、⑧泉南市
注：路線はJR線のみ掲載されています。
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長居ユースホステル Map
～今年も秋だけど～JSA「夏の学校」in大阪　参加申込書
　お申し込みは、10/22（日）締切（厳守）までに、下記あてに本申込書の各項目を記したE-mailを送るか、または申込書に記入しFaxにてお送り下さい。
　また、実行委員会に参加したい方、企画内容に関してのご質問やご提案がおありの方はぜひ、下記の連絡先までご連絡下さい。

　なお、このサーキュラーはJSAのWEB ページからダウンロードできます。
日本科学者会議（JSA）全国事務局
Fax：03-3813-2363　　E-mail：mail@jsa.gr.jp　URL http://www.jsa.gr.jp/

〒113-0034　東京都文京区湯島1-9-15　茶州ビル9F　電話：03-3812-1472


（ふりがな）
ご氏名（性別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）
所属（院生は学年も記入）
専門分野（自分の研究テーマを他分野の人に分かるよう簡単にご紹介下さい。）

連絡先
住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話　　　　　　　　　　E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分散フィールドワークの参加（いずれかに○をつけてください）
　　（　　 「JR脱線事故問題」  or　　　「釜ヶ崎労働問題」　）
特記事項（現地宿泊先がある方、大阪在住の方、部分参加を希望される方など）

企画・運営に対するご希望などありましたら、自由にご記入ください
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ユースホステルは、長居スタジアム北西側（バックスタンド側）に入口（3F）があります。





※集合場所は、①1号館、ないしは⑪学術情報センターのいずれかを予定しています。
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